
　２ 　各学部学科は、学期ＧＰＡが学科におけるＧＰＡ分布の下位25％に含まれ、かつ、2.0未満の学生には、特別の
学修指導を行わなければならない。

　（退学勧告）
第９条　各学部学科は、各学部学科が定める手続に基づき、年間ＧＰＡが1.0未満の学生には退学を勧告することができる。
　（準　用）
第10条　第２条から第５条まで及び第７条の規定は、2024年度以降に本学大学院へ入学した者について準用する。
　（事　務）
第11条　この要項に関する事務は、学務部教務課において処理する。
　（改　廃）
第12条　この要項の改廃は、教務委員会、教授会及び大学院委員会の議を経て、学長が行い、常務理事会に報告するも

のとする。

　附　　則
　この要項は、平成28（2016）年１月20日から施行し、平成27（2015）年４月１日から適用する。

　附　　則（平成31年２月８日改正第20号）
　この要項は、2019（平成31）年２月８日から施行する。

　附　　則（令和４年３月15日改正第32号）
　この要項は、2022年３月15日から施行し、2021年10月１日から適用する。

　附　　則（令和６年２月29日改正第45号）
　この要項は、2024年４月１日から施行する。

※東北学院大学GPA制度は、2016（平成28）年度入学生から適用されます。2015（平
成27）年度以前の入学生には適用されませんので注意してください。

≪工学部≫

１　理念・目的
　人類の幸福と望ましい環境の創造に必要な工学技術を理解し、かつ、自ら思考できる人物を育成する。また、本学
の建学の精神に基づいて、人間社会に貢献する「幅広い教養と正しい倫理観を持つ工学技術者」を養成する。

２　教育目標
　工学部に学ぶ全ての学生が、
　⑴　広くかつ深い教養に裏打ちされた隣人愛
　⑵　社会への献身的奉仕の精神
　⑶　科学技術における正確な知識と思考能力
　⑷　科学技術を通して人類福祉を向上させる力
　⑸　社会及び組織におけるリーダーシップ
　　を身に付ける。

≪機械知能工学科≫
１　理念・目的
　人類のために、知的なモノづくりを通して、信頼され期待される国際的エンジニアを養成する。

２　教育目標
　機械知能工学科における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
　⑴　自ら調べ、知識／技術を活用できる機械系エンジニアの養成
　⑵　多様な問題解決能力の獲得
　⑶　幅広い教養を背景とした、技術革新に対応できる柔軟な思考力の強化
　⑷　自然科学に対する十分な理解とそれに基づく応用力の強化

≪電気電子工学科≫
１　理念・目的
　電気電子工学の基礎的知識を持ち、人類社会の発展に十分貢献できる豊かな人間性と正しい倫理観を有する技術者
を養成する。

２　教育目標
　電気電子工学科における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
　⑴　豊かな人間性と正しい倫理観を有し、創造性がありかつ実践的な電気・電子技術者及び情報・通信技術者の養成
　⑵�　電気エネルギーの効率的利用が進む社会に十分対応可能で、電子材料、デバイス、電子計測の基礎理論を十分

に身に付けた電気・電子技術者の養成
　⑶�　モノのインターネット（IoT）が進む社会において多様なデータを収集し、解析、処理する基礎理論を身につ

けた情報・通信技術者の養成

工学部の理念・目的、教育目標



≪環境建設工学科≫
１　理念・目的
　キリスト教精神に基づく倫理観を備え、社会人として必要な教養を身に付けるとともに、基礎的専門知識を着実に
習得した実践型の建設系技術者を養成する。

２　教育目標
　環境建設工学科における教育は、次に掲げる事項を身に付けることを目標とする。
　⑴�　地球環境問題などに対する多面的視点を持ちつつ、東北という地域特性を理解した環境建設技術者としての視

点を身につける［多面的視点を持つ技術者］
　⑵�　キリスト教を通して社会人としての良識と一般教養を着実に身につけるとともに、技術者としての倫理観を備

え、科学技術と自然・社会との関わりを考えて行動できる素養を身につける［社会人としての良識と技術者倫理］
　⑶�　数学、自然科学と工学基礎に関する知識や学力を修得し、それを問題解決に活用できる応用力を身につける［数

学、科学技術の知識と応用能力］
　⑷�　情報技術に関する基本的な知識とスキルを修得し、実社会で活用できる能力を身につける［情報技術のスキル

と応用能力］
　⑸�　環境建設工学における基礎的な専門知識と学力を修得し、中核となる技術者として応用・展開できる能力を身

につける［専門科目の基礎学力と応用能力］
　⑹�　社会の要求を解決するために科学技術に関する情報を積極的に入手し、課題に対する計画、遂行、分析・評価、

改善のサイクルを通じて、問題解決のための能力を身につける［問題解決のためのデザイン能力］
　⑺　技術的・社会的に十分通用する日本語を使える能力を身につける［日本語表現能力］
　⑻　英語によるコミュニケーション基礎能力を修得する［国際コミュニケーション基礎能力］
　⑼�　卒業研修・実験・演習・実習などを通じて自ら積極的に学ぶことの大事さを認識し、建設産業の中核となる技

術者として、必要な各種の資格取得に向けて「継続的に学習する能力」を身につける［自主学習能力と継続学習
能力］

　⑽�　卒業研修・実験・演習・実習などを通じて、計画立案、遂行、とりまとめまでを自ら行うことのできる能力を
身につける［立案能力と総括能力］

≪情報基盤工学科≫
１　理念・目的
　社会基盤となる情報・通信工学技術を発展させ、人類の福祉に応用するという工学の使命に基づき、これらの原理
を数学の基礎から徹底して学び、変化の激しいICT（Information Communication Technology）分野において未来を
切り拓くことのできる技術者を育てる。

２　教育目標
　情報基盤工学科における教育は、下記の事項を達成することを目標とする。
　⑴　情報・通信工学技術者として必要な倫理観と自然科学の基礎の習得
　⑵　演習重視型学習による情報・通信技術の基礎力養成の充実
　⑶�　「情報工学系科目」と「通信工学系科目」の専門的な2系統の科目群を準備し、「情報セキュリティエキスパート

コース」、「データサイエンティストコース」、「情報通信プロフェショナルコース」などの設置による技術の習得
　⑷�　アクティブ・ラーニングスタジオで行う「演習重視型講義」と「PBL（Project Based Learning）」による技術

力の育成




